
JP 4633371 B2 2011.2.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基部および上記基部から延在する間隔を置いて配置された一対のアーム部を有する歯科
用フロスホルダーであって、
　ある長さの歯科用フロスが上記一対のアームの遠位の端部の間に固定されていて、
　上記基部が、前記歯科用フロスに対向する面と、該対向する面にそれぞれ隣り合う第１
の側面および第２の側面を有し、
　上記第１および第２の側面の各々が、少なくともひとつの凸部および上記凸部から前記
歯科用フロスの長さ方向に沿って離れた少なくともひとつの凹部を有し、
　上記第１の側面および第２の側面は、
　第１の側面の少なくともひとつの凸部が、第２の側面の少なくともひとつの凹部と背中
合わせに配置され、
　第１の側面の少なくともひとつの凹部が、第２の側面の少なくともひとつの凸部と背中
合わせに配置される、歯科用フロスホルダー。
【請求項２】
　一対のアーム部の各々がスナップ嵌め突出部を有する、請求項１記載の歯科用フロスホ
ルダー。
【請求項３】
　解除可能な摩擦係合によって歯科用フロスホルダーを受容するためのハンドルであって
、
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　長寸のグリップ部と、
　上記グリップ部の長さ方向に対してほぼ直交方向に延在するヘッド部と
　を有し、
　上記ヘッド部が、底部と、間隔を置いて配置された第１の壁部および第２の壁部とを備
えたほぼＵ形の溝を有し、
　上記第１の壁部が、少なくともひとつの凹部および上記少なくともひとつの凹部から前
記直交方向に離れた少なくともひとつの凸部を有し、
　上記第２の壁部が、少なくともひとつの凸部および上記少なくともひとつの凸部から前
記直交方向に離れた少なくともひとつの凹部を有する、歯科用フロスホルダーを受容する
ためのハンドルであって、
　第１の壁部の少なくともひとつの凹部が、第２の壁部の少なくともひとつの凸部とほぼ
向かい合って配置されていて、
　第１の壁部の少なくともひとつの凸部が、第２の壁部の少なくともひとつの凹部とほぼ
向かい合って配置されている、ハンドル。
【請求項４】
　底部が凸状である、請求項３記載のハンドル。
【請求項５】
　請求項１または２記載の歯科用フロスホルダーと、上記歯科用フロスホルダーと解除可
能に係合した請求項３または４記載のハンドルとを有する歯科用フロス器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヘッド部を備えたハンドルと積み重ね可能な歯科用フロスホルダーとを有す
る歯科用フロス器具に関する。歯科用フロスホルダーは解除可能な係合手段によってハン
ドルのヘッド部に解除可能に付着する。解除可能な係合手段は歯科用フロスホルダーおよ
びハンドルのヘッド部の両方の凹部および凸部を含む。歯科用フロスホルダーの凹部およ
び凸部の配列によって歯科用フロスホルダーは積み重ね可能になっている。好ましくは、
歯科用フロスホルダーは歯科用フロスホルダーがハンドルのヘッド部へ固定されるのを増
強するためのスナップ嵌め手段を有する。
【背景技術】
【０００２】
　取り外し可能な歯科用フロスホルダーすなわちカートリッジを備えた歯科用フロス器具
が当業者に知られている。歯科用フロス器具は歯科用フロスホルダーを受容して保持する
ように設計されたヘッド部を備えたハンドルを一般的に含んでいる。使用時には、歯科用
フロスホルダーはヘッド部に取り付けられて歯科用フロスが歯間に挿入される。歯科用フ
ロスを用いていくつかの歯が清掃された後、歯科用フロスホルダーは取り外されて新しい
歯科用フロスホルダーと交換される。
【０００３】
　取り替え用の歯科用フロスホルダーは典型的には１０個または２０個のロット単位で包
装されて販売されている。歯科用フロスホルダーの製造方法は典型的には一本の歯科用フ
ロス材料が装着された型内に複数のホルダーを同時に射出成形する工程を含む。射出成形
された複数の歯科用フロスホルダーは射出成形工程から出たときプラスチック製の背骨に
よって連結されている。射出成形され冷却された後、歯科用フロスホルダーは背骨から取
り外されて包装工程に送られる。ほとんどの歯科用フロスホルダーは積み重ねることがで
きず、その結果歯科用フロスホルダーは射出成形後の作業および包装作業の間に取り扱い
が厄介である。
【０００４】
　ハンドルおよびハンドルに係合可能な積み重ねることができない歯科用フロスホルダー
を有する歯科用フロス器具が特許文献１（米国特許第５，４８３，９８２号）に教示され
ていて、この特許文献の開示内容の全体は参照文献として引用される。
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【０００５】
　積み重ねることができない歯科用フロスホルダーは同じ個数の積み重ね可能な歯科用ホ
ルダーに比べて取り扱いがより難しく、包装により大きなスペースを必要とする。積み重
ね可能な歯科用フロスホルダーを供給することで、包装作業の間の取り扱いが簡単化され
、包装コストが低減される。歯科用フロスホルダーの包装コストは歯科用フロスホルダー
が積み重ね可能で積み重ねられた形態で包装される場合に低減される。したがって、積み
重ね可能な歯科用フロスホルダーが必要とされている。
【特許文献１】米国特許第５，４８３，９８２号明細書（第３－５欄、第２図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記の従来技術の課題を解決するためのもので、積み重ね可能な歯科用ホル
ダー、歯科用フロスホルダーを受容するためのハンドル、および歯科用フロス器具を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の実施の形態では、本発明は、長寸のグリップ部およびヘッド部を備えたハンドル
と後に歯をフロスできれいにするのに用いるためにヘッド部に解除可能に結合されるよう
に適合された歯科用フロスホルダーとを有する歯科用フロス器具を提供する。その歯科用
フロス器具は、歯科用フロスホルダーを使用中にハンドルに解除可能に固定するための解
除可能な係合手段をさらに有する。ハンドルのヘッド部はグリップ部の長手方向の軸に対
して横方向に延在していて、その結果ハンドルはほぼＴ形の形状を有する。ヘッド部は歯
科用フロスホルダーを解除可能に受容するためのほぼＵ形の溝を含む。Ｕ形の溝は底部お
よび間隔を置いて配置された２つの壁部を有する。Ｕ形の溝を画定する２つの壁部のうち
の第１の壁部は少なくともひとつの凸部と凸部から横方向に離れた少なくともひとつの凹
部とを有する。２つの壁部のうちの第２の壁部も少なくともひとつの凸部と凸部から横方
向に離れた少なくともひとつの凹部とを有する。第１の壁部の凸部は第２の壁部の凹部と
実質的に向かい合って配置されている。第１の壁部の凹部は第２の壁部の凸部と実質的に
向かい合って配置されている。歯科用フロスホルダーは基部と基部から延出してある長さ
の歯科用フロスを互いの間に収容する間隔を置いて配置された一対のアーム部とを有する
。基部は一対の横方向の側面を有する。横方向の側面の各々は少なくともひとつの凸部と
凸部から横方向に離れた少なくともひとつの凹部とを有する。第１の側面の凸部は第２の
側面の凹部と実質的に背中合わせに配置されている。第１の側面の凹部は第２の側面の凸
部と実質的に背中合わせに配置されている。ヘッド部のＵ形の溝を画定する２つの壁部の
凸部および凹部は、上記の歯科用フロスホルダーの基部の横方向の側面の凹部および凸部
を摩擦係合によって受容するように寸法および配置が設定されている。組立時には、歯科
用フロスホルダーの基部はハンドルのヘッド部の横方向に延在するほぼＵ形の溝内に嵌め
合わされる。
【０００８】
　好ましくは、歯科用フロスホルダーの間隔を置いて配置された一対のアーム部は、ハン
ドルのヘッド部の端部と係合するための内向きに延在するスナップ嵌め突出部をも含む。
ハンドルのヘッド部の端部と係合するそのようなスナップ嵌め突出部は、歯科用フロスホ
ルダーをハンドルのヘッド部に固定する程度を増強する。
【０００９】
　第２の実施の形態では、本発明は、基部と基部から延出する間隔を置いて配置された一
対のアーム部を有する積み重ね可能な歯科用フロスホルダーを提供する。ある長さの歯科
用フロスが間隔を置いて配置されたアーム部の遠位の端部の間に固定されている。基部は
一対の横方向の側面を有する。横方向の側面の各々は、少なくともひとつの凸部と凸部か
ら横方向に離れた少なくともひとつの凹部とを有する。第１の横方向の側面の凸部は第２
の横方向の側面の凹部と背中合わせに配置されている。第１の横方向の側面の凹部は第２
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の横方向の側面の凸部と背中合わせに配置されている。好ましくは、間隔を置いて配置さ
れたアーム部はハンドルのヘッド部の端部と係合するためのスナップ嵌め突出部を含む。
【００１０】
　第３の実施の形態では、本発明は、長寸のグリップ部と歯科用フロスホルダーを解除可
能に受容するためのヘッド部とを有するハンドルを提供する。ハンドルのヘッド部はグリ
ップ部の長手方向の軸に対して横方向に延在し、その結果ハンドルはほぼＴ形の形状を有
する。ヘッド部は上記の歯科用フロスホルダーを解除可能に受容するためのほぼＵ形の溝
を含む。Ｕ形の溝は底部および間隔を置いて配置された２つの壁部を有する。Ｕ形の溝を
画定する２つの壁部のうちの第１の壁部は少なくともひとつの凸部と凸部から横方向に離
れた少なくともひとつの凹部とを有する。２つの壁部のうちの第２の壁部も少なくともひ
とつの凸部と凸部から横方向に離れた少なくともひとつの凹部とを有する。第１の壁部の
凸部は第２の壁部の凹部と実質的に向かい合って配置されている。第１の壁部の凹部は第
２の壁部の凸部と実質的に向かい合って配置されている。ヘッド部のＵ形の溝を画定する
２つの壁部の凸部および凹部は上記の歯科用フロスホルダーの基部の２つの横方向の側面
の凹部および凸部を摩擦係合によって受容するように寸法および配置が設定されている。
【００１１】
　ヘッド部の２つの両側の端部は上記の歯科用フロスホルダーのスナップ嵌め突出部を受
容する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、包装作業の間の取り扱いが簡単化され、包装コストが低減できる効果
がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の歯科用フロス器具を構成するハンドルおよび歯科用フロスホルダーは、当業者
に知られた任意の適切な材料で作られていてよい。適切な材料には、以下に限定されない
が、ポリメチルメタクリレートのようなポリアクリレート；ポリエチレンおよびポリプロ
ピレンのようなポリオレフィン；ポリカプロラクトンのようなポリエステル；コポリエス
テル；ポリカーボネート；およびそれらの混合物のようなポリマーが含まれる。
【００１４】
　ハンドルおよび歯科用フロスホルダーは同じ材料または異なる材料で作られていてよい
。好ましくは、ハンドルは歯科用フロスホルダー（歯科用フロスの材料を除く。）が作ら
れている材料よりも硬い材料で作られている。好ましい実施の形態では、ハンドルはコポ
リエステル樹脂から作られていて、歯科用フロスホルダー（歯科用フロスの材料を除く。
）はポリプロピレン樹脂から作られている。
【００１５】
　本発明のハンドルおよび積み重ね可能な歯科用フロスホルダーは当業者に知られた任意
の適切な方法によって作られてよい。射出成形法が好ましい。
【００１６】
　歯科用フロスホルダーは歯間を清掃するためのある長さの歯科用フロスを保持している
。当業者に知られた任意の歯科用フロスの材料が本発明の歯科用フロスホルダーで用いら
れてよい。歯科用フロスの材料はモノフィラメント糸または複数のモノフィラメント糸を
有するマルチフィラメント糸であってよい。
【００１７】
　マルチフィラメント糸の形態の歯科用フロスは断面形状がほぼ円形で典型的には約２０
０デニール（１０ｇ／４５０ｍ）から約１４００デニール（７０ｇ／４５０ｍ）までの範
囲内の太さである。個々の繊維の太さは典型的には約１デニール（０．０５ｇ／４５０ｍ
）から約６デニール（０．３ｇ／４５０ｍ）までの範囲内にあるが、状況に応じて必要な
場合にはその他の太さの繊維が用いられてもよい。
【００１８】
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　疑似モノフィラメント糸も本発明で歯科用フロスの材料として用いられてよい。疑似モ
ノフィラメント糸はあるポリマーからなるコアと異なるポリマーからなるシースを有する
複合繊維を押出加工し、次にシースの繊維を部分的もしくは全体的に溶融して（コアおよ
びシースの）繊維を接着または融着して結果的にモノフィラメントの外観および感触をも
たらすことによって作られる。疑似モノフィラメント糸を作るための適切な複合繊維の一
例として、ナイロン６からなるコアとペバックス（Ｐｅｂａｘ：登録商標）を商標とする
ポリエーテル／アミドのコポリマーからなるシースがある。ナイロン以外の他の材料が複
合繊維のコアとして用いられてよく、ポリエーテル／アミドのコポリマー以外の他の高分
子材料がシースの材料として用いられてよい。
【００１９】
　本発明で用いられてよい他の歯科用フロスの材料には、以下に限定されないが、ナイロ
ン６－６、ナイロン６、ポリプロピレン、ポリエチレン、高分子量ポリエチレン、超高分
子量ポリエチレン、ポリテトラフルオロエチレン、およびそれらの類似物がある。それら
の材料の組み合わせが用いられてもよい。超高分子量ポリエチレンが歯科用フロスに好ま
しい材料である。
【００２０】
　マルチフィラメント糸からなる歯科用フロスを構成する個々のモノフィラメント糸は必
要な場合には空気で交絡加工されていてよい。モノフィラメント糸が空気で交絡加工され
ている場合、交絡加工された結び目は約１．２５ｃｍから約８．９ｃｍまでの範囲内の間
隔で配置されていてよい。空気で交絡加工されたあるタイプの糸が米国特許第５，９０８
，０３９号に記載されていて、この米国特許明細書の開示内容は参照文献として引用され
る。
【００２１】
　当業者に知られているように、歯科用フロスはより糸であってよい。歯科用フロスがよ
り糸の場合、２．５４ｃｍ当たり６回転未満であることが好ましく、２．５４ｃｍ当たり
５回転未満であることがより好ましい。
【００２２】
　当業者に知られているように、歯科用フロスはワックス、香味剤、有効成分、およびそ
れらの類似物でコーティングされていてよい。
【００２３】
　歯科用フロスホルダーのある製造方法では、歯科用フロスが複数のキャビティを備えた
成形型を貫通して供給され、次にプラスチックが成形型内に射出されて歯科用フロスホル
ダーが形成される。射出成形工程が完了した後に、歯科用フロスは切断されて両端で結び
目がつくられる。
【００２４】
　代わりに、歯科用フロスの材料の両端が歯科用フロスを所定の位置に維持する球体を形
成するために加熱されてよい。このタイプの製造方法は当業者に知られていて、本発明の
歯科用フロスホルダーを製造するために用いられてよい。例えば、米国特許第４，００６
，７５０号、同第４，０１６，８９２号、および同第５，０８６，７９２号が参照され、
これらの米国特許明細書の全ての教示内容は参照文献として引用される。
【００２５】
　製造されてハンドルに挿入される前の歯科用フロスホルダーの歯科用フロスは典型的に
は幾分かのたるみを有する。使用時には、歯科用フロスはぴんと張られていることが好ま
しい。この様子が図２に示されていて、図２ではＷは製造時の歯科用フロスホルダーの幅
を表していて、Ｗ１は図１に示されたハンドル１０に係合したときの歯科用フロスホルダ
ーのわずかにより広い幅を表している。歯科用フロスホルダーのスナップ嵌め突出部とヘ
ッド部の端部との関係は、歯科用フロス器具が使用するために組み立てられたときに歯科
用フロスの材料がぴんと張られるように設定されていてよい。より詳しく言うと、ハンド
ルのヘッド部の長さは、歯科用フロスホルダーがヘッド部のＵ形の溝内に固定されて歯科
用フロスホルダーのアーム部のスナップ嵌め突出部がヘッド部の端部と係合したときに、
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歯科用フロスホルダーのアーム部の間の距離が増加して歯科用フロスの材料がぴんと張ら
れるような寸法に設定されている。典型的には、この距離（アーム部の間の距離）は約０
．０１２７ｃｍ（０．００５インチ）から約０．１５２４ｃｍ（０．０６インチ）までの
範囲内で変化し、より好ましくは約０．０２５４ｃｍ（０．０１インチ）から約０．０５
０８ｃｍ（０．０２インチ）までの範囲内で変化する。
【００２６】
　実施例が本発明の歯科用フロスホルダー、ハンドル、および歯科用フロス器具をさらに
例示するために以下に説明される。本発明はここに記載された特定的な細部に限定される
ものと解釈されるべきではない。
【００２７】
実施例１－ハンドル
　本発明の教示内容に基づくハンドルは、射出成形法によって市販のコポリエステル樹脂
から作られた。そのコポリエステル樹脂のノッチ付アイゾッド値は８０Ｊ／ｍ（ジュール
毎メートル）であった。添付の図面を参照すると、ハンドル１０は長寸のグリップ部１１
およびグリップ部１１の遠位の端部のヘッド部１２を有する。ヘッド部１２はグリップ部
１１の長手方向の軸に対して横方向に延在し、その結果ハンドル１０はほぼＴ形の形状を
有する。ヘッド部１２は上記のタイプのそして実施例２の歯科用フロスホルダーを解除可
能に受容するためのほぼＵ形の溝（図４Ａおよび図４Ｂに最もよく示されている。）を含
む。Ｕ形の溝は凸状の底部１４および間隔を置いて配置された２つの壁部１６，１８を有
する。第１の壁部１６は図４Ａに示されているように凸部１６Ａと凸部１６Ａから横方向
に離れた凹部１６Ｂとを有する。Ｕ形の溝を画定する第２の壁部１８は凸部１８Ａと凸部
１８Ａから横方向に離れた凹部１８Ｂとを有する。第１の壁部１６の凸部１６Ａは第２の
壁部１８の凹部１８Ｂと実質的に向かい合って配置されている。第１の壁部１６の凹部１
６Ｂは第２の壁部１８の凸部１８Ａと実質的に向かい合って配置されている。第１の壁１
６および第２の壁１８の凸部１６Ａ，１８Ａおよび凹部１６Ｂ，１８Ｂは、上記の歯科用
フロスホルダー２０の基部２１の横方向の側面２５，２６の嵌め合わされる凹部および凸
部を解除可能な摩擦係合によって受容するように寸法および配置が設定されている。以下
の実施例２をも参照のこと。ヘッド部１２の側面（端部）１３，１５は歯科用フロス器具
が組み立てられて使用する準備ができたときに歯科用フロスホルダー２０のスナップ嵌め
突出部２７Ａ，２７Ｂと係合する。
【００２８】
実施例２－積み重ね可能な歯科用フロスホルダー
　本発明の教示内容に基づく積み重ね可能な歯科用フロスホルダーは、上記の種類の射出
成形法によって市販のポリプロピレン樹脂から作られた。そのポリプロピレン樹脂のノッ
チ付アイゾッド値は３０Ｊ／ｍ（ジュール毎メートル）であった。超高分子量ポリエチレ
ン製のマルチフィラメント糸（４００デニール、２．５４ｃｍ（１インチ）当たり約３回
転、１フィラメント当たり約１．９デニール）が歯科用フロスの材料として用いられた。
図２に示されているように、積み重ね可能な歯科用フロスホルダー２０は、基部２１およ
び基部２１から延出してある長さの歯科用フロス２４を互いの間に受容する間隔を置いて
配置された一対のアーム部２２，２３を有する。基部２１は一対の横方向の側面２５，２
６を有する。横方向の側面２５は、凸部２５Ａおよび凸部２５Ａから横方向に離れた凹部
２５Ｂを有する。第１の横方向の側面２５の凸部２５Ａは第２の横方向の側面２６の凹部
２６Ｂと実質的に背中合わせに配置されている。第１の横方向の側面２５の凹部２５Ｂは
第２の横方向の側面２６の凸部２６Ａと実質的に背中合わせに配置されている。好ましく
は、間隔を置いて配置された一対のアーム部２２，２３は、ハンドル１０のヘッド部１２
の端部１３，１５と係合するためのスナップ嵌め突出部２７Ａ，２７Ｂを含む。この係合
は図３Ａに最もよく示されていて、図３Ａではスナップ嵌め突出部２７Ａ，２７Ｂはヘッ
ド部１２の側面（端部）１３，１５の対応する角に係合している。歯科用フロス２４は図
２に緩んだ状態とぴんと張った状態（一点鎖線）で示されている。
【００２９】
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実施例３－歯科用フロス器具
　歯科用フロス器具は実施例２の積み重ね可能な歯科用フロスホルダーを実施例１のハン
ドルのヘッド部に挿入することによって組み立てられた。そのようにして組み立てられた
歯科用フロス器具が図３に示されている。歯科用フロスホルダーの凹部はハンドルのヘッ
ド部の凸部を解除可能な摩擦係合によって受容している。それに呼応して、ハンドルのヘ
ッド部の凹部は歯科用フロスホルダーの凸部を解除可能な摩擦係合によって受容している
。歯科用フロスホルダー２０のアーム部２２，２３のスナップ嵌め突出部２７Ａ，２７Ｂ
はハンドルのヘッド部の端部１３，１５（端部１３，１５の下側の角を含める。）と係合
している。
【００３０】
　図５は、積み重ねられた５個の図２の歯科用フロスホルダーに６個目の歯科用フロスホ
ルダーが加えられようとしている様子を示している。典型的には１０個または２０個の歯
科用フロスホルダーからなる歯科用フロスホルダーの積層体は、後に販売するために例え
ばプラスチック製のラップ、蓋付きの熱成形された容器、またはそれらの類似物内に包装
されてよい。
【００３１】
　図５Ａはある歯科用フロスホルダー（例えば５個の歯科用フロスホルダーからなる積層
体の最も右側の歯科用フロスホルダー）の基部の凸部および凹部が隣接する歯科用フロス
ホルダー（例えば図５Ａの単独の歯科用フロスホルダー）の凹部および凸部と嵌め合わさ
れる様子を示している。
【００３２】
　この発明の具体的な実施態様は以下の通りである。
　（Ａ）基部および上記基部から延在する間隔を置いて配置された一対のアーム部を有す
る歯科用フロスホルダーであって、
　ある長さの歯科用フロスが上記一対のアームの遠位の端部の間に固定されていて、
　上記基部が第１の横方向の側面および第２の横方向の側面を有し、
　上記第１および第２の横方向の側面の各々が、少なくともひとつの凸部および上記凸部
から横方向に離れた少なくともひとつの凹部を有する、歯科用フロスホルダー。
　（Ｂ）解除可能な摩擦係合によって歯科用フロスホルダーを受容するためのハンドルで
あって、
　長寸のグリップ部と、
　上記グリップ部に対してほぼ横方向に延在するヘッド部と
　を有し、
　上記ヘッド部が、底部と、間隔を置いて配置された第１の壁部および第２の壁部とを備
えたほぼＵ形の溝を有し、
　上記第１の壁部が、少なくともひとつの凹部および上記少なくともひとつの凹部から横
方向に離れた少なくともひとつの凸部を有し、
　上記第２の壁部が、少なくともひとつの凸部および上記少なくともひとつの凸部から横
方向に離れた少なくともひとつの凹部を有する、歯科用フロスホルダーを受容するための
ハンドル。
　（Ｃ）実施態様（Ａ）記載の歯科用フロスホルダーと、上記歯科用フロスホルダーと解
除可能に係合した実施態様（Ｂ）記載のハンドルとを有する歯科用フロス器具。　（１）
第１の横方向の側面の少なくともひとつの凸部が、第２の横方向の側面の少なくともひと
つの凹部と背中合わせに配置されている、実施態様（Ａ）記載の歯科用フロスホルダー。
　（２）第１の横方向の側面の少なくともひとつの凹部が、第２の横方向の側面の少なく
ともひとつの凸部と背中合わせに配置されている、実施態様（Ａ）記載の歯科用フロスホ
ルダー。
　（３）第１の横方向の側面の少なくともひとつの凸部が、第２の横方向の側面の少なく
ともひとつの凹部と背中合わせに配置されていて、
　第１の横方向の側面の少なくともひとつの凹部が、第２の横方向の側面の少なくともひ
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とつの凸部と背中合わせに配置されている、実施態様（Ａ）記載の歯科用フロスホルダー
。
　（４）一対のアーム部の各々がスナップ嵌め突出部を有する、上記実施態様（３）記載
の歯科用フロスホルダー。
　（５）一対のアーム部の各々がスナップ嵌め突出部を有する、実施態様（Ａ）記載の歯
科用フロスホルダー。
【００３３】
　（６）複数の積み重ねられた形態の実施態様（Ａ）記載の歯科用フロスホルダー。
　（７）複数の積み重ねられた形態で包装された実施態様（Ａ）記載の歯科用フロスホル
ダー。
　（８）歯科用フロス以外がポリプロピレンからなる、実施態様（Ａ）記載の歯科用フロ
スホルダー。
　（９）歯科用フロスが超高分子量ポリエチレン製のマルチフィラメント糸からなる、実
施態様（Ａ）記載の歯科用フロスホルダー。
　（１０）第１の壁部の少なくともひとつの凹部が、第２の壁部の少なくともひとつの凸
部とほぼ向かい合って配置されている、実施態様（Ｂ）記載のハンドル。
【００３４】
　（１１）第１の壁部の少なくともひとつの凸部が、第２の壁部の少なくともひとつの凹
部とほぼ向かい合って配置されている、実施態様（Ｂ）記載のハンドル。
　（１２）　第１の壁部の少なくともひとつの凹部が、第２の壁部の少なくともひとつの
凸部とほぼ向かい合って配置されていて、
　第１の壁部の少なくともひとつの凸部が、第２の壁部の少なくともひとつの凹部とほぼ
向かい合って配置されている、実施態様（Ｂ）記載のハンドル。
　（１３）底部が凸状である、実施態様（Ｂ）記載のハンドル。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明に基づく歯科用フロス器具のある実施の形態の分解斜視図である。
【図２】本発明に基づく歯科用フロスホルダーのある実施の形態の斜視図である。
【図３】図４に示されたハンドルに解除可能に係合した図２の歯科用フロスホルダーを示
す図である。
【図３Ａ】図３の線３Ａ－３Ａに沿った側面図である。
【図４】図２の歯科用フロスホルダーを解除可能に受容するためのハンドルの上面図であ
る。
【図４Ａ】図４の円で囲まれた部分の拡大図である。
【図４Ｂ】図４Ａの線４Ｂ－４Ｂに沿った断片的な拡大側面図である。
【図５】積み重ねられた形態の５個の図２の歯科用フロスホルダーに６番目の歯科用フロ
スホルダーが係合されようとしている状態を示す斜視図である。
【図５Ａ】図５の線５Ａ－５Ａに沿った断面図である。
【符号の説明】
【００３６】
１０　ハンドル
１１　グリップ部
１２　ヘッド部
１３　端部
１４　凹状の底部
１５　端部
１６　第１の壁部
１６Ａ　凸部
１６Ｂ　凹部
１８　第２の壁部
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１８Ａ　凸部
１８Ｂ　凹部
２０　歯科用フロスホルダー
２１　基部
２２，２３　アーム部
２４　歯科用フロス
２５　第１の横方向の側面
２５Ａ　凸部
２５Ｂ　凹部
２６　第２の横方向の側面
２６Ａ　凸部
２６Ｂ　凹部
２７Ａ，２７Ｂ　スナップ嵌め突出部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４Ａ】 【図４Ｂ】

【図５】
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